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 2025年２月10日 

各 位 
 

会 社 名 ア ル ー 株 式 会 社 

代 表 者 名 代 表取 締役 社長 落 合 文 四 郎 

（コード番号：7043 東証グロース） 

問 合 せ 先 取締役 執行役員 

コーポレート管掌 

 

 稲 村 大 悟 

 （TEL. 03-6268-9791） 

業績予想の修正に関するお知らせ 

当社は、最近の業績の状況を踏まえ2024年10月25日に公表した2024年12月期(2024年１月１日～2024年

12月31日)の業績予想を下記のとおり修正することといたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

１．当期の連結業績予想数値の修正(2024年１月１日～2024年12月31日)    
 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

１株当たり

当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 百万円 
3,120 

百万円 
△16 

百万円 
△19 

百万円 
△16 

円 銭 
△6.30 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 3,089 △64 △67 △73 △29.12 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △30 △48 △48 △57  

増 減 率 （ ％ ） △1.0 ― ― ―  

(参考) 前期連結実績  
（ 202 3 年 12 月期） 

3,028 85 84 56 22.40 

２．修正の理由 

法人向け教育研修において、11月、12月の納品予定であったコーチング案件、eラーニング制作案件に

ついて、納品が翌年にずれ込んだこと等で、当初見込んでいた予想数値よりも売上高が19百万円程度低

下する見込みとなりました。加えて、連結子会社４社（海外子会社２社、エナジースイッチ社、クイン

テグラル社）の売上が当初想定より合計11百万円程度下回る見込みとなりました。 

以上のことから、連結業績予想の売上高を当初予想の3,120百万円から3,089百万円に修正し、前回発

表の予想を30百万円（増減率△1.0％）下回る見込みとなりました。 

利益面においては、単体については、売上高の減少のほか、講師費用について想定よりも外注比率が

高まり11百万円の原価の増加、海外派遣研修原価について、現地開催比率が高まったことにより８百万

円の原価の増加があり、連結営業利益が当初想定より29百万円下回る見込みとなりました。 

加えて、連結子会社であるエナジースイッチ社においては売上高の減少により連結営業利益が想定よ

り６百万円程度下回る見込みとなりました。また、クインテグラル社では、取得および親会社変更に伴

う業務移管にかかる費用等が、一時的ではありますが増加することで、連結営業利益が９百万円程度減

少する見込みとなりました。 

親会社株主に帰属する当期純利益については、連結営業利益の減少に加え、当期に発生する繰越欠損

金にかかる繰延税金資産の回収可能性をより保守的に見直し、繰延税金資産の計上額を想定より減額し

たことで、10百万円程度の法人税等調整額の増加があり、親会社株主に帰属する当期純利益が当初想定

より57百万円程度下回る見込みとなりました。 



2  

 

以上のことにより利益はそれぞれ、前回発表を48百万円下回り営業損失64百万円、経常利益は前回発

表を48百万円下回る経常損失67百万円、親会社株主に帰属する当期純損失は前回を57百万円下回る73百

万円となる見込みとなりました。 

なお、2024年２月９日に公表いたしました配当予想からの変更はありません。 

 

３．来期の業績見通し 

2025年12月期における業績見通しについては、受注の状況、連結グループの状況を含めて現在精査中

であり、2024年12月期の決算発表と合わせて公表する予定です。 

 

以 上 


